
N o .2 385
冬枯れの山道を辿り富士山を望む

倉岳山・高畑山

実施日 2009年 1月 18日(日)
天 候 曇り

リーダー 若村 勝昭

参加者 上野キヨ、若村貴世子、若村

勝昭、佐藤金治､一柳昭、島本

陳重 計 6 名

費 用 820円（高尾駅起点)
タイム 梁川駅(8:45)倉岳山(11:40 ~

12:00)高畑山(1:05 ~ 1:20)鳥
沢駅(3:30)

年 始 以 来 の 快 晴 の 日 々 は 昨

日 ま で 。 今 日 は ど ん よ り 空 が

重 い 。 私 の 登 山 日 は い つ も こ

んな日ばかり（愚痴）。

で も 、 気 を と り な お し 車 道

を 辿 り 、 山 道 へ 。 や が て す ぐ

に道はつるつるの雪道になり、

気 が 抜 け な い 。 ガ マ ン は 止 め

て ア イ ゼ ン 着 用 。 雪 に キ ュ ッ

キュッときしむ音が快い。

寒 さ の 中 を 、 汗 を び っ し ょ

り か き つ つ 倉 岳 山 頂 へ 。 頂 上

か ら の 富 士 山 は 残 念 無 念 、 厚

い 雲 の 向 こ う 。 こ ん な 日 な の

に 2 0 人くらいの大グループが
2 つ 。 １ グ ル ー プ は 大 き な コ
ッ ヘ ル で 鍋 の 準 備 。 覗 く と カ

リ フ ラ ワ ー と キ ノ コ を 投 入 、

何の鍋だろう？

高 畑 山 の 下 り も ア イ ゼ ン 着

用、やがて車道を急ぎ 3 時 3 1
分の電車にセーフ。

(記・若村勝昭)

(写真提供･若村貴世子)


